
１６・５・２９ 

日日産産自自動動車車合合唱唱団団ののおお知知ららせせ（（５５月月おおままけけ号号））  

  
特特別別ななセセンンススとと適適ししたた身身体体をを持持っってていいれればばププロロににななれれるるののででししょょううがが素素人人がが自自分分とと周周りりをを楽楽ししいい状状況況ににすするるにに

ははそそのの前前のの地地道道なな訓訓練練がが必必要要。。野野球球ののキキャャッッチチボボーールル、、シシンンククロロののククロローールル泳泳法法、、合合唱唱ののヴヴォォイイトトレレももそそううでで

すすがが音音取取はは練練習習量量、、回回数数。。才才能能にに満満ちち溢溢れれてていいなないい私私達達はは音音楽楽ｾｾﾝﾝｽｽのの前前にに兎兎にに角角音音取取っってて言言葉葉つつけけててﾀﾀﾞ゙ﾈﾈ。。  

 

1.練習日程  

５月２９日（日）１３：００～１７：００ 築地社会教育会館２F 第一洋室（音取用：２F 第５洋室）千原英喜「唱歌ⅠⅢ」確認        

６月１２日（日）１３：００～１７：００ 築地社会教育会館２Ｆ講習室（音取用：２Ｆ第一洋室）千原英喜「唱歌Ⅰ～Ⅲ」確認 

６月２６日（日）１３：００～１７：００ 築地社会教育会館４Ｆ視聴覚室）     

７月 ３日（日） / ７月２４日（日）   Ｆ合唱祭歌い込み/クリスマス演奏会（12/18 日）向け新曲音取 

８月 ７日（日）/２１日（日）   ９月 ４日（日）/本番１０日（土） 

 

２.練習曲  

千原英喜作曲「唱歌Ⅰ～Ⅲ」 「東海道中膝栗毛よりお江戸日本橋/三島富士遠海」 （「唱歌」音取後配布予定） 

                 

３. ５/８日練習報告 

  １）ヴォイストレーニング（佐々木先生） 
  ・ウォームアップ：先ず身体を起こして今日の楽器（身体）の確認をしましょう。伸ばしてみたり曲げて見たり広げたり。 

ａｅｉｅａでﾄﾞﾚﾐﾚﾄﾞ/ａｅｉｏｕｏｉｅａでﾄﾞﾚﾐﾌｧｿﾌｧﾐﾚﾄﾞ/ｎａでﾄﾞﾐﾚﾌｧﾐｿﾌｧﾚﾄﾞ/ｌａｌｅでﾄﾞﾚﾐﾌｧｿﾗｼﾄﾞﾚﾄﾞｼﾗｿﾌｧﾐﾚﾄﾞ 

軽い運動の後 声の響き、伸び等今日の楽器（自分の身体）の調子はどうですか。どこにも不自然な力が入ってな

いか。柔らかく深い息をしているか どうしたら遠くに声を循環させればいいか。 漫然とではなく考えながら。 

・身体を楽器として十分に鳴らしてそれを外に出せる様に：身体を広げる、身体を伸ばす事によって実現しましょう 

   ａｅｉｅａでﾄﾞﾚﾐﾚﾄﾞ：方向性は出来ているけど共鳴不足（身体の中が空いてない状態）  

     身体の重心をおへその下に構えましょう。身体の内側に空気で広げて出す時は頭蓋骨（あごの内側）を開けて。 

   ａｅｉｏｕｏｉｅａでﾄﾞﾚﾐﾌｧｿﾌｧﾐﾚﾄﾞ：女声/男声別にやってみました。 頑張らず柔らかく 空間に響きを広げる加減で。 

   ｎａでﾄﾞﾐﾚﾌｧﾐｿﾌｧﾚﾄﾞ：自分の声も部屋の隅々に広げるｲﾒｰｼﾞ。部屋中に散らばってる他の声を聴きﾄｰﾝを合せます 

・相手の響きに合わせられる（二人づつペアになって→全体で） 

   ａｅａｅａｅａｅａ：母音が変わっても音程が変わらないで 自分の音程を相手の口の中に入れお互い聴きながら合す 

   ａｅｉｅａ：お互いに音程のﾊﾞﾗﾝｽを取る。  口に入れる時は優しく、シャクラない、 

   自分の音程を確かめながら全員の声を聴く。口の形を同じにしないと共鳴しづらいですね。お互いの思いやりで。 

   頑張った声では決して実現できません。 

 

  ２）本練習 

  目標：唱歌Ⅰが歌える/Ⅲの音取をやる（前回もやりましたが目が付いてけなかったので冷静に再度音取しました） 
   １.先ず「唱歌Ⅰ」の思い出し 14：１０～１４：５０ 

    練習を重ねてる内にｐｐとかｍｆとかｐとかを意識して歌おうと試みている人が多くなりました。技術的に検討の余地あり 

    各ﾊﾟｰﾄがハーモニーを造ってる場面からユニゾンに入った場面で自分のﾊﾟｰﾄの延長と考えてユニゾンなんだと言う

気配りや切り替えに気が付いてる人が少ないかも。（楽譜にユニゾン部分全体を□で囲むと意識出来るかも） 

    P6３の女声３部「ﾄｰﾋｬｲﾋｬｲﾄｰﾋｬｲﾋｬｰ」とソプラノはｐｐに抑えましょう。５：３：２ですからね 

    P7 ２小節目ユニゾン「ﾊｰﾚﾔｰｖホー」はｐｐ。 次の「ｆ ｵﾋｬｰ」が全然引き立ちません。ここでｐｐで効果倍増で見せる 

    P9「ﾘｰﾋｬｲﾄ」の前の「ｍｆホン」はﾌｪﾙﾏｰﾀをかけて伸ばし気味 「ｐリーヒャイト」のユニゾンを別に作る。との指示。 

     （なかなかユニゾンにｐで入るﾀｲﾐﾝｸﾞが揃わないので中脇先生の戦略と思われます。 歌い手は気を使いましょう）   

    P910 男声「ｲｪｰﾎｰﾔ ｴﾘｬｿｰ」パーワー不足 女声の迫力でやってと （ここでも男声の草食化と一部女声の肉食化？って感じ） 

    P10「ｆ トトヒャヒチヒヒコロリンシャンテン」深刻にならない様に、明るいトーンで。 

    P11「ト ﾌｪﾙﾏｰﾀ ﾛﾂﾝ」の「ン」はテンポで切る。「ん」の後「ンー」と伸ばさない 休符の効果を表現しましょう。 

    Ｐ1617 に入る dim．ｅｒｉｔ.の不足と 17 の雰囲気変化は男声の音取に不安があるから？ｍｐだけど思いっきりｍｆだし 

    P1618 の女声 最後２小節 歌としない、リズムに乗る。特にソプラノは音が上がって歌の要素が出やすいので注意 

    ソプラノの「ﾄｴｱｴ」はもたれる。トエアエのアに＞を効かせてスラーしない、流れない、リズムを立てる（抜く時は抜く） 

    P1618 の男声 特にﾃﾅｰも音が上がって歌の要素が出やすいとの指摘。休符をバネにｆｆで「トヒャー」に入りましょう 

     先生「丁寧に歌う事ないからね。今の女声みたいに」 （だって失礼な！） 
 

 

 

 



 

 

 

     最初からつなげてみました。 

    ・こういう曲は物語ではないので辻褄が合わなくてもいいの。 同じ音色で同じ様な歌い方しなくていいの。 

     その時のリズムや色や質感が違って面白ければそれがいいの との事 （プリズムみたい？） 

    ・良くは一生懸命歌ってるけど ｆｆやｐｐのギアチェンジが中途半端なので平面的でつまんないですよね。 

    ・１小節伸ばしている（二分音符等）の間に音がずり下がりでユニゾンで合わないと言う現象が顕著 

    ・「トエアエ」で遅ると何回も指摘ですが歌い手としては遅れている（粘ってる）意識はないですよね（どうしたもんじゃろね）     

    

   ・「唱歌Ⅲ」の男声と女声に分れて２回目の音取をやってみる 15：００～１６：００ 

     （女声の音取部屋では） 

     ・P28「ﾂｰﾝﾃ ﾃﾝﾃﾝ」 ｆｐの歌い方：ﾂｰで放り投げない。1 拍はｆ その後２拍がｐの割合でも良い位。ｓｆｐではない。 

     ・P32「ﾁﾁﾁﾃﾂﾃﾂﾃ」のｆ→ｐ→ｆｆ の歌い方： 子音の分量はｆ もｐｐも変えないで立てる。母音の響きを小さく。  

     ・P32 ｿﾌﾟﾗﾉ８の「さのさ」は legatossimo（よりなめらに）と指示が記載されてますが情念を出さない。むしろ拍通り。 

       歌にするにしてもあまりリズムを揺らさない様に。ｼｯﾄﾘ粘るとエロ感じが出てしまいます。と。 

     ・P36 「チロリン スチチリリン」を言語として歌わない。 擬音としてとらえた音の出し方 

     ・P４１最後「ド-ド- イェー」の合わせ。同じ音が続くその都度音程を引っ張り上げる意識で。ｲｪｰは開口母音明るく 

 

   ・「唱歌Ⅲ」の合わせ 

    まだまだ音取とｶﾀｶﾅ合わせに霧中で音がずれても変でも修復不可のままですよね。とても１曲歌い切れない。 

     P27 の２段目 ｿﾌﾟﾗﾉ以外はリズムをハッキリ刻む。 ｿﾌﾟﾗﾉはそれを必ず聴きながら伸ばす事。それで「ﾂﾄﾝ」合わせ 

     P34 の 3 段目４声で「ｽﾃﾃｺﾃﾝ」が合いません。 短い音符はゆっくりと、長い音符は早めに歌う！ 

     P40の３段目「ｼｬｼｬｺｰ」は放物線で歌うのではなく直角。固く歌ってください。特に高音ソプラノは躊躇ぎみで遅れる 

     P40 の２３ 速度 184 の前の合わせが未だ不十分で 乗り遅れ多数 まだまだ着いてけず「ｻﾖﾅﾗ」状態。 

     P4123「ﾁﾁﾁﾃﾂﾃﾂ」と「ｱﾘｬﾘｬｶﾞﾘｬ」を別にする。ただし 2 段目４小節「アリャリャガリャ」の「ア」は４声あわせる。 

     P41 3 段目 「ドード－」ではなく「ドッ ドｫ」 で広げて「ｲｪｰ」に。  

    次回もあきらめずに練習しましょう。 回数重ねれば必ず演奏する事ができます。      

 

４. ５/２９日の練習予定  

１）ヴォイストレーニング 

 佐々木先生のヴォイストレーニングがあります。 １３：００～（４Ｆ視聴覚室） 全体ヴォイストレーニング  

  音楽を表現するための技術を習得します。 声が出る事、声を届ける事、響き、音を聴く事出せる事、合わせる事から 

  音程を正しく取れる事、ﾚｶﾞｰﾄ/ｽﾀｶｰﾄ/ｱｸｾﾝﾄ/細かい音の連続 今回はダイナミクス（ｐｐ、ｍｐ、ｐ、ｍｆ、ｆ、ｆｆ）の 

コントロール等譜面上の要求に近づくためのﾃｸﾆｯｸ養成です 

 

２）本練習： 目標：唱歌Ⅰ/Ⅲの確認 唱歌Ⅱの音取に進めれば工程通りですが  
  ①「唱歌Ⅰ」の音取確認： 

   ・ダイナミクスを表現するには勇気がいります。考えなければなりません。それを実行しなければなりません。 

     音が取れてないと不安です。自分のｆｆやｐｐがどんなものか知ってないと「つもり」です。 勇気を持ちましょう。 

   ・ユニゾンになる時の目配り・気配り・観察力。 特に「リーヒャト」の細心さは音取に気を取られていると出来ません。  

  ②「唱歌Ⅲ」の練習 

    今迄合唱の練習をしてきた私達にとって経験のない難曲です。 今まで「どう歌うか」を研鑽して来た私達ですが 

    「歌うな」とおっしゃる。  放物線を描く様に声を響かせる訓練をして来たのに「直角にリズムを立てて」と要求。 

    超特急の中で同じ音形でダイナミズムがコロコロ変わる ｆｆの歌い方をしてｐｐに移ると喉が詰まる気がする。 

    「どーしたらいいんだろう」「何とかしなくっちゃ」「う～ん」と悩み、試行錯誤し、Try してＥｒｒｏｒして前にすすむと 

    ある時ぽっかり窓が開くかもしれませんね。  その時出来なくても日数がたってハタと気が付くかもしれません。 

 ＰＳ：29 日ヴォイトレ練習前にﾍﾞｰｽの menmen が自主的に集まって唱歌Ⅲの音取。現状を把握して問題を解決しようと 

    対策に乗り出したと言う訳です。素敵！ この成果は本番に必ず発揮されます。 

５.その他  
① 演奏会のご紹介 

６月２５日（土）１４：００～ 晴海第一生命ホール みずほ合唱団   招待券あります 

  「ﾏｻﾞｰｸﾞｰｽ歌曲集より うつくしのはげつようびのこども」（曲：林光） イギリスの風に吹かれて（指導者ｿﾛｽﾃｰｼﾞ） 

  「ｲｷﾞﾘｽ合唱曲 ﾏﾄﾞﾘｶﾞﾙ“時は花祭の５月”他」「ビートルズコレクション Yesterday LetItBe 他」  

            
                                                      以  上  

 


